


パワーバランスの急激な変化、テロやサイバー
など新たな脅威の出現、厳しいアジア太平洋地
域の安全保障環境など、日本を取り巻く安全保
障環境は一層厳しさを増しています。また、脅威
は安易に国境を越えていきます。各兵国を含む
大規模な軍事力を持つ国家等が集中する一方、
安全保障面の地域協力枠組みは十分に制度化
されていないのが現状です。特に北朝鮮による
核・ミサイル開発の継続や挑発行為、中国によ
る透明性を欠いた軍事力の強化、海空域におけ
る活動の活発化は日本の脅威となっています。
もしミサイルが日本本土に落下したら、甚大な
被害が予想されます。一方で我が国の日本国内　

核シェルターの普及率は0,02%。5,000人に1人
しか守られないのが現状です。
仮に核ミサイルを受け、爆発から2週間で外部の
放射性物質は1,000分の1まで減るとされており、
2週間程度外気をシャットアウトできる環境で過ご
せれば生き延びられる可能性があがります。
大切な生命を守るために、個人でのシェルターは
リスクマネジメントの一つとして有効です。核攻撃
は事前に察知できない災難だけに、普段から心を
引き締めて、しっかりと備えることが肝心です。
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